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概要概要

Red Hat OpenShift Service on AWS のリリースノートには、新機能と拡張機能、注目すべき技術的
変更、主要な修正、および一般公開時の既知問題がすべて記載されています。
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第1章 RED HAT OPENSHIFT SERVICE ON AWS の新機能
Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) は、完全な管理対象型のターンキーアプリケーションプ
ラットフォームで、アプリケーションを構築してデプロイすることでお客様に価値を提供することに集
中できます。Red Hat および AWS Site Reliability Engineering (SRE) のエキスパートが基盤となるプ
ラットフォームを管理するため、インフラストラクチャー管理の複雑さを心配する必要はありません。
ROSA は、幅広い AWS コンピュート、データベース、分析、機械学習、ネットワーク、モバイル、お
よびその他のサービスとのシームレスな統合を提供し、差別化されたエクスペリエンスの構築とお客様
への提供をさらに加速します。

Red Hat OpenShift Service on AWS クラスターは、Hybrid Cloud Console で利用できます。ROSA 用
の Red Hat OpenShift Cluster Manager アプリケーションを使用すると、Red Hat OpenShift Service on
AWS クラスターをオンプレミスまたはクラウド環境にデプロイできます。

1.1. 新しい変更と更新

1.1.1. Q2 2024

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点は、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細は、ROSA
CLI について を参照してください。

長いクラスター名に対応するように機能拡張長いクラスター名に対応するように機能拡張:15 文字を超えるクラスター名を指定できるように
なりました。クラスター名が 15 文字を超える場合は、ROSA CLI (rosa) の domain-prefix フラ
グを使用して、クラスター URL のドメイン接頭辞をカスタマイズするオプションがあります。
詳細は、ROSA CLI を使用したオブジェクトの管理のクラスターの作成 を参照してください。

ROSA with HCP 用の追加のセキュリティーグループ。用の追加のセキュリティーグループ。ROSA CLI バージョン 1.2.37 以降では、
ROSA with HCP クラスターでマシンプールを作成するときに --additional-security-group-ids 
<sec_group_id> を使用できるようになりました。詳細は、ROSA CLI を使用したマシンプー
ルの作成 および ROSA CLI リファレンスの create machinepool セクションを参照してくださ
い。

1.1.2. Q1 2024

ROSA with HCP 地域の可用性の更新。地域の可用性の更新。Hosted Control Plane (HCP) を備えた Red Hat
OpenShift Service on AWS (ROSA) が次のリージョンで利用できるようになりました。

Hyderabad (ap-south-2)

Milan (eu-south-1)

London (eu-west-2)

Mumbai (ap-south-1)

Cape Town (af-south-1)

Seoul (ap-northeast-2)

Stockholm (eu-north-1)
利用可能なリージョンの詳細は、リージョンと可用性ゾーン を参照してください。

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
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https://console.redhat.com/openshift
https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.37
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-create-cluster-command_rosa-managing-objects-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#creating_machine_pools_cli_rosa-managing-worker-nodes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-create-machinepool_rosa-managing-objects-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/introduction_to_rosa/#rosa-sdpolicy-regions-az_rosa-hcp-service-definition


ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点は、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細は、ROSA
CLI について を参照してください。

ログのリンクがデフォルトで有効化されるログのリンクがデフォルトで有効化されるRed Hat OpenShift Service on AWS 4.15 以降、ログ
のリンクはデフォルトで有効になります。ログのリンクにより、Pod のコンテナーログにアク
セスできるようになります。

アベイラビリティーゾーンの更新アベイラビリティーゾーンの更新マルチ AZ クラスターがある場合、オプションでマシンプー
ルに単一のアベイラビリティーゾーン (AZ) を選択できるようになりました。詳細は、ROSA
CLI を使用したマシンプールの作成 を参照してください。

ログのリンクがデフォルトで有効にログのリンクがデフォルトで有効に - Red Hat OpenShift Service on AWS 以降、ログのリンク
はデフォルトで有効になっています。ログのリンクにより、Pod のコンテナーログにアクセス
できるようになります。

アベイラビリティーゾーンの更新アベイラビリティーゾーンの更新マルチ AZ クラスターがある場合、オプションでマシンプー
ルに単一のアベイラビリティーゾーン (AZ) を選択できるようになりました。詳細は、ROSA
CLI を使用したマシンプールの作成 を参照してください。

delete cluster コマンドの機能拡張コマンドの機能拡張: ROSA CLI (rosa) バージョン 1.2.31 のリリースでは、--
best-effort 引数が追加され、rosa delete cluster コマンドの使用時にクラスターを強制的に削
除できるようになりました。詳細は、delete cluster を参照してください。

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点は、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細は、ROSA
CLI について を参照してください。

1.1.3. Q4 2023

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点については、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細
は、ROSA CLI について を参照してください。

delete cluster コマンドの機能拡張コマンドの機能拡張: ROSA CLI (rosa) バージョン 1.2.31 のリリースでは、--
best-effort 引数が追加され、rosa delete cluster コマンドの使用時にクラスターを強制的に削
除できるようになりました。詳細は、delete cluster を参照してください。

Hosted Control Plane (HCP) を備えたを備えた Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA)ROSA
with HCP の一般提供が開始しました。詳細は、デフォルトのオプションを使用した ROSA with
HCP クラスターの作成 を参照してください。

プロセス識別子プロセス識別子 (PID) の上限を設定可能の上限を設定可能: ROSA CLI (rosa) バージョン 1.2.31 のリリースによ
り、管理者は rosa create kubeletconfig および rosa edit kubeletconfig コマンドを使用し
て、既存のクラスターの最大 PID を設定できるようになりました。詳細は、Changing the
maximum number of process IDs per pod (podPidsLimit) for ROSA を参照してください。

カスタムセキュリティーグループの設定カスタムセキュリティーグループの設定: ROSA CLI (rosa) バージョン 1.2.31 のリリースによ
り、管理者は rosa create コマンドまたは OpenShift Cluster Manager を使用して、最大 5 つ
の追加カスタムセキュリティーグループを持つ新しいクラスターまたは新しいマシンプールを
作成できます。カスタムセキュリティーグループを設定すると、管理者は新しいクラスターや
マシンプールのリソースアクセスをより詳細に制御できます。詳細は、セキュリティーグルー
プ を参照してください。

コマンドの更新コマンドの更新: ROSA CLI (rosa) バージョン 1.2.28 のリリースでは、特定の ROSA クラスター
マシンプールの詳細情報を確認できる新しいコマンド rosa description machinepool が追加
されました。詳細は、マシンプールの説明 を参照してください。
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https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.36
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#creating_machine_pools_cli_rosa-managing-worker-nodes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#creating_machine_pools_cli_rosa-managing-worker-nodes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-delete-cluster_rosa-managing-objects-cli
https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.35
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.32
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-delete-cluster_rosa-managing-objects-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/install_rosa_with_hcp_clusters/#rosa-hcp-sts-creating-a-cluster-quickly
https://access.redhat.com/articles/7033551
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/install_rosa_classic_clusters/#rosa-security-groups_prerequisites
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-describe-machinepool_rosa-managing-objects-cli


ドキュメントの更新ドキュメントの更新: Operator セクションが ROSA ドキュメントに追加されました。Operator
はコントロールプレーンでサービスをパッケージ化し、デプロイし、管理するための優先され
る方法です。詳細は、Operator の概要 を参照してください。

OpenShift Virtualization のサポートのサポート: OpenShift Virtualization 4.14 のリリースでは、ROSA
Classic クラスターでの OpenShift Virtualization の実行のサポートが追加されました。詳細は、
OpenShift Container Platform ドキュメントの OpenShift Virtualization on AWS bare metal  を
参照してください。

1.1.4. Q3 2023

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点については、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細
は、ROSA CLI について を参照してください。

クラスターの自動スケーリングクラスターの自動スケーリング: ROSA クラスターを使用して、クラスターの自動スケーリング
を有効化できるようになりました。クラスターの自動スケーリングは、クラスターのサイズを
自動的に調整して、すべての Pod が実行する場所を持ち、不要なノードがないようにします。
OpenShift Cluster Manager または ROSA CLI (rosa) のいずれかを使用して、クラスターの作
成中および作成後に自動スケーリングを有効にできます。詳細は、クラスターの自動スケーリ
ング を参照してください。

共有共有 Virtual Private Cloud: ROSA は、AWS 組織の一部である AWS アカウント間で共有される
VPC へのクラスターのインストールをサポートするようになりました。ROSA クラスターをイ
ンストールする AWS アカウントは、管理アカウントが所有する共有サブネットを使用できる
ようになりました。詳細は、ROSA クラスター用の共有仮想プライベートクラウドの設定 を参
照してください。

マシンプールのディスクボリュームサイズマシンプールのディスクボリュームサイズ: マシンプールのディスクボリュームサイズを設定し
て、柔軟性を高めることができるようになりました。ワーカーマシンプールノードのディスク
ボリュームに対して独自のサイジングを選択できます。詳細は、マシンプールディスクボ
リュームの設定 を参照してください。

マシンプールの更新マシンプールの更新: クラスターの作成時に自動的に生成されるマシンプールにテイントを追加
できるようになりました。このマシンプールを削除することもできます。この新機能は、特に
変化するリソース要件に基づいたインフラストラクチャーのスケーリングに関して、クラス
ター管理者はコスト効率と柔軟性を実現できます。詳細は、マシンプールの作成 を参照してく
ださい。

ROSA のリージョン可用性の更新のリージョン可用性の更新: Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) が以下のリー
ジョンで利用できるようになりました。

Spain (eu-south-2)

Hyderabad (ap-south-2)

Melbourne (ap-southeast-4)

Zurich (eu-central-2)
利用可能なリージョンの詳細は、リージョンと可用性ゾーン を参照してください。

ドキュメントの更新ドキュメントの更新: ROSA ドキュメントに CLI ツールセクションが追加され、サポート対象の
すべての CLI ツールを完全に使用する際に役立つ詳細情報が含まれるようになりました。
ROSA CLI セクションは、CLI Tools 見出しの中にネストされていることがわかります。詳細
は、CLI ツールの概要 を参照してください。

ドキュメントの更新ドキュメントの更新: ドキュメントのモニタリングセクションが拡張され、ROSA クラスター管
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/operators/#operators-overview-1
https://docs.openshift.com/container-platform/4.14/virt/install/preparing-cluster-for-virt.html#virt-aws-bm_preparing-cluster-for-virt
https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.27
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#cluster-autoscaling
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/install_rosa_classic_clusters/#configuring-a-shared-virtual-private-cloud-for-rosa-clusters
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#configuring_machine_pool_disk_volumerosa-managing-worker-nodes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cluster_administration/#creating_a_machine_pool_rosa-managing-worker-nodes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/introduction_to_rosa/#rosa-sdpolicy-regions-az_rosa-service-definition
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#cli-tools-overview-1


ドキュメントの更新ドキュメントの更新: ドキュメントのモニタリングセクションが拡張され、ROSA クラスター管
理の簡素化に役立つ詳細情報が含まれるようになりました。詳細は、Red Hat OpenShift
Service on AWS のモニタリング を参照してください。

1.1.5. Q2 2023

ROSA CLI の更新の更新: ROSA CLI (rosa) が新しいバージョンに更新されました。このリリースの変
更点については、ROSA CLI リリースノート を参照してください。ROSA CLI (rosa) の詳細
は、ROSA CLI について を参照してください。

ROSA のリージョン可用性の更新のリージョン可用性の更新: Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) がアラブ首長国
連邦 (me-central-1) リージョンで利用できるようになりました。リージョンの可用性の詳細
は、リージョンと可用性ゾーン を参照してください。

Hosted Control Plane: Hosted Control Plane (HCP) を備えた Red Hat OpenShift Service on
AWS (ROSA) クラスターが テクノロジープレビュー 機能として利用可能になりました。この
新しいアーキテクチャーは、低コストで復元力の高い ROSA アーキテクチャーを提供します。
詳細は、デフォルトのオプションを使用した ROSA with HCP クラスターの作成  を参照してく
ださい。

重要重要

ROSA with HCP はテクノロジープレビュー機能のみです。テクノロジープレビュー機能
は、Red Hat 製品サポートのサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機
能的に完全ではない場合があります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用すること
を推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供
して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的と
しています。

Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジー
プレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。

1.1.6. Q1 2023

OIDC プロバイダーエンドポイントプロバイダーエンドポイント URL の更新の更新: ROSA CLI バージョン 1.2.7 以降では、すべて
の新しいクラスター OIDC プロバイダーエンドポイント URL がリージョン別ではなくなりまし
た。Amazon CloudFront がこの実装の一部として導入されたことにより、アクセス速度の向
上、レイテンシーの低減、回復力の向上が実現します。この変更は、ROSA CLI 1.2.7 以降で作
成された新しいクラスターでのみ利用できます。既存の OIDC プロバイダー設定に対してサ
ポートされている移行パスはありません。

1.2. 既知の問題

ROSA プロビジョニングウィザードで重要な OpenShift Cluster Manager ロール (ocm-role) お
よびユーザーロール (user-role) は、Red Hat 組織の別のユーザーが誤って有効にしてしまう可
能性があります。ただし、有効にしてもユーザービリティには影響しません。

htpasswd ID プロバイダーは、rosa create admin 機能に対するすべてのシナリオで想定どお
りに機能しません。

1.3. ROSA CLI ツールの更新

最新バージョンの Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) CLI rosa を使用するには、Hybrid Cloud
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/monitoring/#about-openshift-monitoring
https://github.com/openshift/rosa/releases/tag/v1.2.23
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/cli_tools/#rosa-about_rosa-getting-started-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/introduction_to_rosa/#rosa-sdpolicy-regions-az_rosa-service-definition
https://access.redhat.com/support/offerings/techpreview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html-single/install_rosa_with_hcp_clusters/#creating-rosa-with-hcp-clusters-using-the-default-options
https://access.redhat.com/support/offerings/techpreview/


最新バージョンの Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) CLI rosa を使用するには、Hybrid Cloud
Console から ROSA CLI (rosa) をダウンロードします。すでにこのツールをお持ちの場合、更新の手順
は同じです。

手順手順

1. Hybrid Cloud Console からファイルをダウンロードします。

2. ダウンロードしたファイルを解凍します。

3. 次のコマンドを実行して、ファイルを /usr/bin/rosa ディレクトリーに移動します。

4. 次のコマンドを実行してバージョンを確認します。

出力例出力例

1.4. 非推奨および削除された機能

以前のリリースで利用可能であった一部の機能が非推奨になるか、削除されました。非推奨の機能は依
然として ROSA に含まれており、引き続きサポートされますが、本製品の今後のリリースで削除される
ため、新規デプロイメントでの使用は推奨されません。

ROSA STS 以外のデプロイメントモード。以外のデプロイメントモード。ROSA STS 以外のデプロイメントモードは、新規ク
ラスター向けの推奨の手法ではなくなりました。代わりに、STS モードで ROSA をデプロイす
る必要があります。https://console.redhat.com/openshift/create/rosa/wizard の新たな ROSA
プロビジョニングウィザードの UI サービスが導入されたことで、今回この機能が非推奨になり
ました。

コアコア namespace でのラベルの削除。でのラベルの削除。ROSA は、name ラベルを使用して OpenShift コアにラ
ベルを付けなくなりました。ネットワークポリシーまたはその他のユースケースに必要な場合
は、kubernetes.io/metadata.name ラベルを参照するように移行する必要があります。

$ sudo mv rosa /usr/bin/rosa

$ rosa version

<version>
Your ROSA CLI is up to date.

第第1章章 RED HAT OPENSHIFT SERVICE ON AWS の新機能の新機能
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https://console.redhat.com/openshift/downloads
https://console.redhat.com/openshift/create/rosa/wizard
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